
VGシリーズ製作マニュアル

板材

・背面板×4毎

・天地板×4枚

・正面（バッフル板）×2毎枚

・背面板×2枚

・バスレフポート部品　小×4個

・バスレフポート部品　大×4個

部品

・ターミナル×2個（１ペア分）

・ファストン端子×8個

・端子絶縁ブッシング×8個

・内部配線ケーブル×2本

・吸音材⇒　VG10 の方　半分量×１個

　　　　　　VG20 の方　全量一枚



まずはバッフル板を下に、左側の側板を接着し、

続けて底板を接着します。

固まったら次のステップですが、

次は背面板を側板と底板の接点にボンドを塗り、

接着します。

そのままバッフルポートを囲うように、

バスレフポート部品を写真のように接着します。

この状態で一晩（木工用ボンドが完全に固まるまで）

放置します。

完全に固まる前にウエスなどで

はみ出した木工用ボンドを削ぐように軽く拭き取ると

仕上がりが綺麗になります。

↓

↓

↓



固まったら次のステップですが、

吸音材を貼り付ける方はこの段階で

左右側板の内側と背面のターミナルを穴を

遮らないように貼り付けます。

吸音材はお好みでどうぞ！

残る天板の接点にボンドを塗ります。

この状態で一晩（木工用ボンドが完全に固まるまで）

放置します。

完全に固まる前にウエスなどで

はみ出した木工用ボンドを削ぐように軽く拭き取ると

仕上がりが綺麗になります。

そのまま側板も接点にボンドを塗り、

接着します。

この状態で一晩（木工用ボンドが完全に固まるまで）

放置します。

完全に固まる前にウエスなどで

はみ出した木工用ボンドを削ぐように軽く拭き取ると

仕上がりが綺麗になります。

↓

↓



写真のように約 4cm程度洗剤の先端を割きます。

これを両端ともに行い、

両端ともにY字になるようにします。

先端４か所の被覆をニッパーやハサミなどで

3～ 5mmほど剥きます。

先端４箇所から通すように絶縁ブッシングを

あらかじめ通しておきます。

↓

↓

↓



配線材を開口部から通し、

頭が背面穴から飛び出るようにします。

ラジオペンチや圧着工具で、

ファストン端子を配線材にとおし、

先端の芯線がむき出し部分を留め、

次にその後方の部分もラジオペンチで爪を倒すように

留めています。

これを４か所全てに行います。

↓

↓



先端のファストン端子と

ターミナルを接続します。

その後絶縁ブッシングを被せます。

そのままターミナルを付属のネジを

取り付けます。

この際にキリなどで下穴を空けるとネジが入りやすいですが、

付属の木ネジでそのままでも取り付けが可能です。

完成です。

↓

↓

※例は SPK AUDIO FR04A を取り付けた場合



基本的にはそのままでもご使用いただけます。

塗装したい場合は、MDF板は水分を多く吸ってしまい、

そのまま塗ると色ムラが出てしまうので、木工用プライマーなどで

下地処理をしてからの塗装をおすすめ致します。

下地処理後の塗装はアイアンペイント系の塗料や

アンティークカラーズ系の塗料がおすすめです。

よりいっそうヴィンテージスタイルに近づきます。

また、エンクロージャーの剛性上がるので、音質改善につながる場合があります。

仕上げに関して


